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文化財の保護と活用

平成２2年度高鍋町事務事業評価表

◎事務事業の概要
事務事業名 古文書・古記録解読・判読事業 開始年度 昭和53年度

終了年度 未定

担当課（局） 社会教育課 担当係 図書館 記入者 矢野　やす子 評価者 三嶋俊宏

基 本 目 標

事業従事者数

20年度決算 60 21年度予算 60 事業の実施方法

0.48 人 0.48 人20年度人件費 3,450 千円 21年度人件費 3,496 千円

◎事務事業の目的・内容

事業の目的
高鍋の歴史・文化が記録してある古文書・古記録等を判読解読することにより、高鍋の歴史解明の貴重な情報源と
する。

事業の内容
町立高鍋図書館に所蔵する古文書・古記録の中から高鍋の歴史を解明するのに身近な資料から解読判読を行う。
選別については、解読を依頼している宮崎県文書センターの永井哲雄先生の指導により、年間1冊から2冊を解読
判読している。

◎成果指標と活動指標

成果指標

成果指標名 何を狙い、どのような成果が得られたのか

近世に於ける高鍋藩
の資料を充実

解読された資料を利用者が身近に活用することにより関連資料の発見にも繋がっていっ
た。また研究者からの要望により資料検索をしていく際に要解読資料にも繋がる場合も
ある。

２１年度 ２２年度

活動指標

活動指標名 どれほどの活動をしたのか、事業の手法、手順等を詳細に

解読判読および資料
の解説

「慶応三丁卯6月　入薩志」（城竹窓）「高鍋藩　小納戸日記　天保七丙申年5月」2冊解
読。解読者宮崎県文書センター永井哲雄先生。

目標値
冊

883 883

◎達成状況
指標名 単位 ２０年度

883
実績値 199 201近世に於ける高鍋藩の資料を充実

冊

#DIV/0!

実績値 199 201
達成率 ％ 22.5% 22.8%

達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

目標値

実績値

実績値

成
果
指
標

近世に於ける高鍋藩の資料を充実

0

0

目標値

0

目標値
冊

0

目標値

達成率 ％ #DIV/0!

2

達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

目標値

2

達成率 ％ 100.0% 100.0%
活
動
指
標

解読判読および資料の解説

2 2

実績値

2

実績値

実績値
達成率 ％ #DIV/0! #DIV/0!

◎事務事業の評価

妥　当　性
（必要性）

◎目的からして町が行うべきか
◎同様の事業を他課・他団体で行って
いないか
◎事業廃止による影響があるのか

高鍋の歴史を解明していく上で大変貴重な事業だと考えられる。当館に歴史的資料を
保存管理している以上解読判読されてなければ、高鍋の歴史を考証していくうえでは片
手落ちであると思われる。「歴史研究」等等高鍋には歴史を研究する人々が育てられて
いる。今後もこの傾向は継続され、益々資料の存在は重要視されていくと思われる。

有　効　性
◎目標に対して成果は得られているか
◎成果向上のための改善余地がある
か

資料を原本で保存している限り、特別の研究者にしか閲覧の機会はないと思うが、この
事業を行うことにより町民にとっては非情に身近なものとなり町民による歴史解明の一
助となることは確信できる事業である。町民にとってより身近な資料を提供周知していく
ためにも、今後解読資料の年次計画等の作成は必至であると思われる。

効　率　性
◎活動量の効果は上がっているか
◎経費や時間の削減余地があるか

解読を宮崎県文書センターの永井哲雄先生に依頼していることにより、先生自身が高
鍋町在住であることと、自主団体である「歴史を読み解く会」の講師として貢献していた
だいている関係上、非常なご協力をいただいている。解読に限らず古文書の保管保存
に関することなども貴重な助言をいただいている。

協　働　性
◎町民との協働の可能性があるか（ボ
ランティア・ＮＰＯ等）

自主団体である「歴史を読み解く会」で、研究資料として解読されている資料を寄贈を
受け町民が利用していけるよう整理していく予定である。（平成21年度より「旧記抜書」）
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◎担当者の方針に対する評価
者としての所見
◎統括者として、どのように事
業を進めるべきと考えている
か、等

専門的な知識を要することからボランティアの活用方法等、
検討していく必要がある。事業としては、継続して実施すべ
き必要がある。

事務事業名 古文書・古記録解読・判読事業 担当課（局） 社会教育課

◎総合評価（今後の方向性を含む）

現状維持

縮小

廃止 縮小 現状維持 拡充

コ　ス　ト

今後の方向性

　
事
業
の
方
向
性

拡充 ○

廃止

事務事業評価委員会
評　価　欄

事　業 拡充

◎いろいろな方策を研究し、とにかく急いで完了する手段を検討すべきである。
◎古文書の重要順位を付け、早急な解読をお願いしたい。
◎費用をかけずに解読・判読数の増加ができないか検討してほしい。

コスト 拡充


